
セリフ数 
孝  ２２ 達也 １６ 徳人 ２０ 亜依 １９ 美奈 １４ 
多恵  ６ 里美  ６ 楢崎 １０ 健一  ６ 恵梨  ２ 
会⻑  ２ 刑事  ８ 裁判⻑１０ 検察官 ２ 弁護人 ９ 
アナウンサー １ 

 
 
 
シーン１ 懇親会≪ガヤガヤ騒がしい背景音≫ 
０１ 楢崎「孝さん、孝さん。今度の日曜、釣りに行きましょうや、釣り！」 
０２ 孝 「おぉ、えぇな。この前みたいに俺ばっかり大漁で泣きつくなや」 
０３ 楢崎「当たり前っす。多恵さん、今度の日曜は坊主の孝さんの代わりに僕が魚を分け
てあげますよ」 
０４ 多恵「うふふ。えぇ、期待していますよ、２人とも」 
０５ 会⻑「男性の手元には清酒、女性の手元には葡萄酒が行き届いとるかいの？ んじゃ
あ、今日もお疲れ様でしたー！ かんぱーい！！」 
０６ 里美 「かんぱーい！≪呑む音≫」 
０７ 多恵 「乾杯≪呑む音≫。≪しばらく間を置いて≫うっ…、く、苦しい。≪コップの
割れる音があると嬉しい≫」 
女性陣が次々に倒れていき、辺りは騒然とする。 
０８ 孝  「多恵っ！？≪駆け寄る音≫ 多恵！！ どうした！？ しっかりしなさ
い！」 
０９ 多恵 「あ、あなた……。助け……て」 
１０ 会⻑「救急⾞！！ 救急⾞を誰か頼む！！」 
１１ 孝  「多恵！？ 多恵、多恵、なぁ、聞こえるか！？ 嘘だよなぁ！？」 
 
１２ 孝 「裁判の闇スケープゴート」 
 
シーン２ 達也自宅 
 
１３ アナウンサー 「それでは続いてのニュースです。３月２８日三重県名張市にある公
⺠館で葡萄酒を呑んだ 17 名が中毒症状を引き起こし 5 名が死亡した事件で、警察は事件当
日葡萄酒の運搬に携わった 35 歳の男を逮捕しました。動機は三角関係の縺れであるとみら
れています。逮捕直後、被疑者が記者会見に応じた映像がありますので、ご覧ください」 
１４ 孝 「大きな事件を、自分のちょっとした気持ちから…。何とおわび申し上げてよい
か分かりません」 



１５ 達也「へぇー、逮捕されたんだ、犯人」 
１６ 恵梨「怖いわねぇ。事件の起きたこの地区って達也さんの実家のすぐ近くでしょ？」 
１７ 達也「あぁ。一度行ったことあるけど、何もない辺鄙なところ。交通もほぼ断絶され
てて、住人も１００人くらいで、みんな顔なじみだと思うよ」 
１８ 恵梨「そんなところでこんな凶悪事件が起きたら疑⼼暗⻤になりそうね」 
１９ 達也「……そうかもなぁ」 
２０ 達也「【ナレーション】このとき私はこの事件の裁判員に選ばれるなんて思ってもみ
なかった。連日のように彼を犯人として取り上げるニュースを見た後で、公正に裁くことな
んてできるんだろうか」 
 
シーン３ 裁判所 
２１ 亜依「【ナレーション】ある日私に届いたのは裁判員等選任手続期日に来てください
っていう呼出し通知。裁判員制度についてはニュースでなんとなく知っている程度だった
私は、若干面白半分で裁判所に行くことにした。５０人くらいの人から無作為に６人の裁判
員と若干名の補充裁判員を選ぶって話だったからどうせ外れるだろうって思ってたんだけ
ど、なぜか私は裁判員の 1 人に選ばれてしまった」 
２２ 美奈 「あ、あっ、あの…、私、加藤美奈です。私も裁判員に選ばれちゃって、これ
からよろしくお願いします」 
２３ 亜依 「あ、うん。よろしくー！ 私、松平亜依。って敬語じゃなくていいよ？ 私、
２０歳。裁判員って２０歳からみたいだから、きっと同い年か年上でしょ？」 
２４ 美奈 「あ、それなら同い年だ！ よかった、こういうの初めてで、どうしたらいい
かわからなくて」 
２５ 亜依 「だよね、だよね。私も！ 殺人みたいな重大事件私に判断できるのかなって
不安になる―」 
２６ 美奈 「あはは…。がんばろ！」 
２７ 徳人 「≪近づいてくる≫若いっていいねぇ、初々しいよ。俺ぁもう年だ、かたっ苦
しくて仕方ない」 
２８ 美奈 「あ、よろしくお願いします」 
２９ 徳人 「ま、そんな片意地張らずにさ、気楽にいこうよ、気楽に」 
３０ 徳人 「【ナレーション】来いっていうから来たものの、まさか自分が裁判員に選ば
れるなんて予想外だった。ま、裁判員裁判なんてなかなか経験できるものじゃないだろうし、
面白そうではあるけどな」 
 
シーン４ 裁判所 
３１ 亜依 「【ナレーション】裁判は５日間連続して行われる。裁判官の人たちと法廷に
入ってもまだ私はどこか社会見学のような気分で浮かれていた」 



３２ 裁判⻑「それでは開廷します。被告人は前に出てください≪足音≫名前はなんといい
ますか？」 
３３ 孝 「東岡孝です」 
３４ 裁判⻑「これからあなたに対する殺人及び殺人未遂被告事件について審理をします。
検察官は起訴状を朗読してください」 
３５ 検察官「はい。公訴事実 被告人は平成 27 年 3 月 27 日夜自宅で女竹（メダケ）一
本を≪フェードアウトで≫適当に切って竹筒１個を作り」 
３６ 徳人 「【⼼の中の声】この事件、ニュースで見たな。葡萄酒にニッカリンＴとかい
う農薬を入れて女性ばかり 5 人も殺したんだよ。この男の愛人も奥さんもみんな死んだん
だとか。確かテレビカメラの前でも自分がやったって認めてたはずだし、もう有罪確定だろ。
っていうか、うわー、検事さん、ちょーきれー」 
３７ 検察官 「検察官は被告人に死刑を求刑します」 
３８ 裁判⻑「検察官が朗読した事実についてどこか間違っているところはありますか？」 
３９ 孝 「私は殺してません！ 多恵を殺そうと思ったことなんて一度もありません！ 
多恵との間には幼い子どももいたんです。殺すわけないじゃないですか！！」 
４０ 徳人 「【⼼の中の声】えっ……。死刑になるのが怖くなって急に意見変えたとか？ 
犯人じゃなかったら一度だって認めるわけないよな」 
４１ 裁判⻑「被告人の主張はわかりました。席に座ってください。弁護人ご意見をどうぞ」 
４２ 弁護人「被告人が犯人であるとするには不合理な点が多数あります。被告人は無罪で
す」 
４３ 達也 「【ナレーション】その後、裁判官、検察官、弁護人のやり取りが続き、この
裁判で私たちが判断すべきことが明らかになった。それは東岡さんが葡萄酒の王冠を開け
農薬を入れたのか、東岡さん以外の村人が葡萄酒に農薬を混入できたのか、捜査段階の東岡
さんの自白は信用できるのかの 3 点だ」 
４４ 徳人 「【ナレーション】綺麗な検事さんが言うこの事件の真相はこうだ」 
 
シーン４ イメージシーン 
４５ 里美 「ねぇ、孝さん。私のこと好き？」 
４６ 孝 「あぁ。もちろんじゃないか」 
４７ 里美 「じゃあ多恵さんとはいつ別れてくれるの？」 
４８ 孝 「……今はまだ時期じゃないんだ。もう少し待ってほしい」 
４９ 里美 「孝さんそればっかり！ 本当は多恵さんと別れるつもりなんてないんじゃ
ないの？」 
５０ 孝 「ち、違う。ちゃんといつか……」 
５１ 多恵 「≪駆け寄る音≫ちょっと！ どういうこと！？ なんで里美と腕なんか組
んでるの！？」 



５２ 孝 「あ、いや、これは……、その」 
５３ 里美 「私たち付き合ってるんです。孝さん、この際はっきりさせましょ。多恵さん、
そろそろ気づいてくださいよ。孝さんのあなたに対する気持ちなんかとっくになくなって
るんですよ」 
５４ 多恵 「ほんとなの！？ 孝さん」 
５５ 孝 「いや、そんなことは……」 
５６ 里美「嘘。いつもベッドで言ってくれるじゃない。私の方がよっぽどいいって」 
５７ 多恵「どういうこと！？」 
５８ 徳人「【ナレーション】浮気がバレた奴はかなり不利な状況に追い込まれて、奥さん
からはもちろん、愛人からも激しく責め立てられていた。それで奥さんの仕打ちに対する憤
慨と愛人の⼼変わりに対する恨みからやけくその気分になり、殺害を決意したんだ」 
５９ 孝 「多恵も里美も酒好きだから、宴会で出される酒にニッカリンＴを入れれば、間
違いなく毒殺することができる。他にも死人が出るだろうが、大勢死ねば犯人が分からなく
なって都合がいいだろう」 
６０ 徳人「【ナレーション】宴会当日の午後 5 時頃、奴はニッカリンＴを入れた竹筒をポ
ケットに忍ばせ、葡萄酒の保管してあった会⻑宅を訪れた。そして葡萄酒を公⺠館分館に自
ら運び、誰もいなくなった隙を見計らって葡萄酒の栓を口で開け、ニッカリンＴを入れた」 
 
シーン５ 帰り道（電⾞の中） 
 
６１ 美奈 「疲れましたね、なんだか」 
６２ 亜依 「うん……」 
６３ 美奈 「死刑か無罪か……、そんなの素人の私たちに決められるわけないです……」 
６４ 亜依 「でも、５人もの人が亡くなっているのは事実なんだから決めなきゃだめだと
思う」 
６５ 美奈 「亜依さんは強いね。私は自分の判断で人の命を奪うって状況に押しつぶされ
そう」 
６６ 亜依 「強くなんてないよ、これまで人の生死とか全く関係ないとこにいたんだもん。
人が死ぬっていうのもあんまり実感ないくらいなんだから」 
６７ 美奈 「あの人もそんなに凶悪な犯罪をしたようには見えませんでした」 
６８ 亜依 「けど、人は見かけによらないっていうし」 
 
 
 
 
 



シーン６ 裁判所 

孝以外の村人が葡萄酒に農薬を混入できたのか 

 
 
孝の自白前 
 
孝の自白後 
 
 
 
６９ 達也 「【ナレーション】翌日、東岡さん以外に犯行が可能だったかを判断審理する
ために村人たちの証人尋問が行われた。検察官による主尋問では葡萄酒は事件当日、午後４
時過ぎころに酒屋で売られ、会⻑宅に午後４時３０分から午後５時頃に届けられた。その後、
葡萄酒の傍には常に誰かいたから、農薬を入れるチャンスは東岡さんが午後５時過ぎ、公⺠
館に葡萄酒を運んだ後、公⺠館で一人になったときしかない。だけど、もっと早い時間に会
⻑宅に届けられていれば他の人にも犯行は可能だったことになる」 
７０ 弁護人「あなたは先ほど会⻑宅に葡萄酒を届けたのは４時３０分から５時の間とい
いましたが、事件直後には２時か３時頃だと繰り返し言っていますよね？」 
７１ 楢崎「よく思い出してみたら４時３０分から５時の間だったということです」 
７２ 弁護人「１０分や１５分なら勘違いで通るでしょうが、数時間も間違えないでしょう」 
７３ 楢崎「事件のことで動揺していたんです。今ははっきりと午後４時３０分以降だと覚
えています」 
７４ 弁護人「でもね、あなたを３時頃に会⻑宅に行く途中の道で見かけたという人が何名
もいるんですよ」 
７５ 楢崎「その人たちの記憶が間違っているんでしょう」 
７６ 弁護人「あなた、午後５時頃には会⻑宅から 3.2 キロ離れた仕出し屋にいたんじゃな
いの？ 仕出し屋の人はあなたが午後５時頃に料理を取りに来たと言ってますよ」 
７７ 楢崎 「だから仕出し屋のばあさんの記憶が違っているんでしょう」 
７８ 弁護人 「そう何人もの人が都合よく間違えますか？」 
７９ 楢崎 「そんなのわかりません」 
８０ 弁護人「警察で『君の時間は違っている、みんなに合わせるように』と言われたこと
がありませんか？」 
８１ 楢崎「そんな覚えはありません」 
８２ 達也 「【ナレーション】この事件は奇妙だ。東岡さんが自白すると同時に村人たち
が一⻫に東岡さんを犯人にするために供述を変更している」 

午後２時から午後３時 

会⻑宅 公⺠館 

午後４時３０分から午後５時 

葡萄酒（凶器） 
午後４時頃 

孝以外の人にも毒薬を入れるチ
ャンスがあったことになる！ 

楢崎はいつ葡萄酒を届けたのか？ 

午後５時２０分頃 孝は公⺠館で一人になったことはない
と主張しているが、村人の証言で１０
分間１人だったとされている。 



８３ 弁護人 「よく思い出して、本当のことを話してくださいね。亡くなられた人たちの
ためにも」 
８４ 楢崎 「……きちんと話してるやんか。弁護士さん、あんたは孝が犯人じゃないいう
けど、せやったら誰が犯人やいうんね？ 今も村で笑とうもんの中に真犯人がおるいうん
かいな！？ 自白した孝が犯人なんや！ そう決まっとろうもん……」 
８５ 弁護人「落ち着いて、証人は質問にだけ答えるようにしてください」 
８６ 達也 「【ナレーション】村の人たちはみんなが顔なじみ。毎日のように世間話をし
て笑いあっている。それなのにその中の一人は２０人近くを殺そうとした凶悪犯人。誰が殺
人⻤なのかを疑い続けていたら気が狂ってしまうかもしれない」 
８７ 美奈 「【ナレーション】むちゃくちゃじゃない、この人たちの言ってること。スケ
ープゴート、その言葉が私の頭に浮かぶ。誰でもよかった、ただ自分たちの不安を和らげて
くれるなら。だから、どういうわけか『やった』と口にしてしまった被告人を犯人に仕立て
た」 
 
シーン７ 評議室 
 
８８ 裁判⻑ 「お疲れ様です、皆さん。２日めを終えてみていかがですか？」 
８９ 徳人 「≪しばらく間を置いて≫俺はやっぱり記者会見が気になる。だって５人殺せ
ばほぼ間違いなく死刑だって誰でも知ってるよ。それなのにやってもない罪を認めるか？ 
普通」 
９０ 亜依 「私もそれが気になります。だっていつ農薬を入れたかとか詳しい事情なんて
犯人しか知らないですよね。犯人以外の人が詳しく語れるでしょうか」 
９１ 裁判⻑ 「その点は被告人質問を終えてからもう一度話し合うことにしましょう。た
だ覚えておいてください。刑事裁判では被告人の自白のみで有罪だと認定することはでき
ません。私たちは『犯人でなければ自白できない』と考え、無意識に自白を重視しがちです。
だから、自白を信じてよいかどうかは慎重に判断しなければならないのです」 
９２ 徳人 「ふーん、そういうもんか」 
９３ 徳人 「【ナレーション】あの男が自ら進んで話したって検察官の女の子は説明する」 
 
 

捜査段階の孝の自白は信用できるのか 

 

イメージシーン 
 
９４ 刑事 「あなたが葡萄酒に農薬のニッカリンＴを入れたんですか？」 



９５ 孝 「そうです。私は農家なので、農薬は簡単に手に入ります。宴会だからお酒が出
るだろうって、前日のうちに竹筒に農薬を入れておいて、公⺠館で一人になったすきに……」 
９６ 刑事 「なぜそんなことを？」 
９７ 孝 「あのときは特に何も考えていませんでした。ただ私の浮気を責める多恵の態度
に腹が立ち、はっきりしない男は嫌いだと言って別れたいという里美とともに…殺そうと
……」 
９８ 刑事 「他の人も亡くなったんですよ？ わかっていますか？」 
９９ 孝 「申し訳ありません、今は大変なことをしてしまったと反省しています。ただあ
の時はそれほど深く考えていなかったんです。どんな罰でも受けるつもりです」 
 
イメージシーン終わり 
 
１００ 達也 「【ナレーション】被告人が自白を強要されたとするストーリーはこうだ」 
 
イメージシーン 
 
１０１ 刑事 「えぇ！？ いい加減白状したらどうだ！？ お前がやったんだろ！？」 
１０２ 孝 「やっていません。やるわけないじゃないですか。殺人なんて恐ろしいこと」 
１０３ 刑事 「この頭でよく考えろ！≪頭を殴る≫お前が否定すれば家族が村人から村
⼋分に遭うんだぞ。昨日も⼟下座を求められて、⺟親もお前の幼い子どもたちもみんな⼟下
座したそうだ。やった罪をちゃんと認めて家族を助けたいと思わんのか？」 
１０４ 孝 「やっていないものはやっていません」 
１０５ 刑事 「犯人はみんなそう言う。だが、罪の重圧に耐えかねて結局は白状する。家
族が苦しんでいてもなんとも思わんお前のような奴はごまんと見てきた」 
１０６ 孝 「家族が苦しんでいて平気なわけないでしょ…」 
１０７ 刑事「なら認めろ。大丈夫、お前の言い分は裁判所がしっかり聞いてくれる」 
１０８ 孝 「………どう話せばいいかわかりません」 
１０９ 刑事「そうか。じゃあお前のしたことを紙にまとめてやるから、それを覚えてその
まま話せ」 
１１０ 孝 「……わかりました」 
 
１１１ 裁判⻑ 「最後に被告人、この事件に関して何か言っておきたいことはあります
か？」 
１１２ 孝 「はい、私は警察の取り調べに耐え切れずやってもいない罪をやったと話して
しまいましたが、あれは嘘です。私はぶどう酒に毒薬を入れていません。私は無実です。信
じてください」 



 
シーン８ 亜依の家 
 

捜査段階の孝の自白は信用できるのか（三角関係のもつれは動機となりうるのか） 

 
１１３ 亜依 「【ナレーション】帰宅すると、彼氏の健一が来ていた。テレビを見ている
健一に私は今日気になっていたことを尋ねてみる」 
１１４ 亜依 「ねぇもし健一が誰かと浮気してて、私が鬱陶しくなったら私を殺す？」 
１１５ 健一「何言ってんの。……ドラマの世界みたいだな、とは思うけど、んー、いや、
……殺さないだろ。亜依だったらたぶんストーカーとかにならずにちゃんと話せばわかり
そうだし。めんどくさいってことはないんじゃない？」 
１１６ 亜依 「狭い村で別れた後にもずっと顔を合わすとしても？」 
１１７ 健一 「殺すってそんな簡単なことじゃないだろ。とりあえず話してみる」 
１１８ 亜依 「浮気相手が⼼変わりして振られそうになってたら？ 私が鬱陶しいばっ
かりに浮気相手との関係が終わろうとしているの。⼼変わりする浮気相手にムカつく？ 
で、殺す？」 
１１９ 健一 「殺す？ 殺す？ ってお前なぁ……。殺人犯の考えることなんてわかんな
いから殺す人はいるのかもしれないけどさ、少なくとも俺とか普通の人間には殺すってか
なりハードル高いよ。浮気相手と彼女のどっちと付き合うかさえ決められないような奴に
そんな決断できるかな。とにかく俺ならどっちかに頭下げてひたすら謝る！」 
１２０ 亜依 「どっちかってどっち〜？」 
１２１ 健一 「そりゃあもちろんお前だよ。『亜依、ごめん、もうぜーったい浮気なんか
しないから許してください』ってひたすら頭下げる！」 
１２２ 亜依 「あはは、一度だったら許してあげてもいいかなぁ」 
１２３ 健一 「ほんと！？」 
１２４ 亜依 「嘘！ 嘘！ 何本当に浮気しよっかなみたいな顔してんのよ！」 
１２５ 健一 「あははっ、冗談だよ、冗談」 
１２６ 亜依 「≪ＢＧＭなし≫【ナレーション】凶悪犯罪が実際に起きている以上、誰か
が何らかの理由で、おそらく関係ない人まで殺すことなんて絶対正当化できない理由で、殺
したのは事実なんだよね。でも、愛人と奥さんが死んでるからってあの人が犯人ってことに
はならない」 
 
シーン９ 評議室 
 
１２７ 裁判⻑ 「それでは被告人が犯人なのかについて評議しましょう。刑事裁判では



『疑わしきは被告人の利益に』という大原則があります。被告人が犯人でなければ説明でき
ないといえる事情がなければ被告人を有罪だと認定することはできません」 
 

孝が葡萄酒の王冠を開け農薬を入れたのか 

 
１２８ 達也 「東岡さんは口で葡萄酒を開けたとされていますが、弁護人は公⺠館で発見
された王冠の傷と実際に逮捕後に東岡さんが開けた王冠の傷が一致していないと主張して
いました。つまり凶器として利用された葡萄酒は東岡さんが口で開けたものではない可能
性があるってことですよね」 
１２９ 裁判⻑ 「公⺠館で発見された王冠の傷と逮捕後に被告人が開けた王冠の傷を平
面図の写真で比較すると似ているように思えても、三次元で比較すると全く異なるとのこ
とでしたね」 
１３０ 達也 「それにニッカリンＴを葡萄酒に入れると不純物が検出されるとのことで
すが、公⺠館に残っていた葡萄酒からは不純物が検出されていません。そもそもニッカリン
Ｔが凶器だったかどうかも怪しいですね」 
１３１ 徳人 「でもさ、それは分解の速度が速かったから不純物が消失したんだろうって。
あの検察官のねぇちゃんが」 
１３２ 達也 「不純物の分解速度からしてそのはずはないって言ってたじゃないですか」 
１３３ 徳人 「科学的なことはわかんないよ。ただ事件当日のいろいろな状況が重なって
分解されちゃうこともあるんじゃないの」 
１３４ 達也 「それに、生き残った人たちはみんな葡萄酒は白かったって話していますが、
東岡さんの自宅から発見されたニッカリンＴは赤。もしニッカリンＴが入れられていたら
葡萄酒は赤だったはずなんです。だから、ニッカリンＴは凶器ではないんですよ。ただ東岡
さんが持っていたから凶器とされただけで」 
 
 

捜査段階の孝の自白は信用できるのか 

 
１３５ 徳人 「けどさ、やっぱり俺には犯人以外が自白するとは思えない。だって死刑だ
よ？ 死んじゃうんだよ？」 
１３６ 美奈 「でも、頭を殴られたりとか家族を助けるためには自白するしかないって何
度も言われたりとか……私ならやってもいないことをやったと言ってしまうかもしれませ
ん」 
１３７ 徳人 「それだってアイツが勝手に言ってたことだろ。俺には警察がそんなことす



るとは思えないし、自白して殺人事件の罪を背負う方が余計家族を追い詰めるんじゃない
の？」 
１３８ 美奈 「被告人は農薬の瓶を近くの川に捨てたと話していましたが、その川からは
瓶のかけらさえ見つかりませんでした。竹筒を公⺠館のいろりで焼いたと話していました
が、結局、竹筒の燃えカスも何も発見されませんでした。被告人の自白には裏付けがないん
ですよ」 
１３９ 徳人 「そんなのアイツが真実を話していないだけだろ」 
１４０ 達也 「犯人だっていうのは真実で、それ以外の内容は真実じゃないっていうんで
すか。逆にお尋ねしたいんですが、東岡さんの自白がなくても犯人だっていえますか？」 
 
 

孝以外の村人が葡萄酒に農薬を混入できたのか 

 
１４１ 徳人 「会⻑宅に葡萄酒が届いた時刻からアイツ以外に犯行は無理だって」 
１４２ 亜依 「でも、村の人たちはもともと会⻑宅にはもっと早く葡萄酒を届けたって話
していたんですよね。それがあの人が自白した途端、突然みんな変わって……。まるであの
人を犯人って村ぐるみで仕立て上げるみたいに」 
１４３ 美奈 「それに被告人は公⺠館で１人になった機会はないと話していました」 
１４４ 徳人 「だからそれは嘘だって！ 一緒に公⺠館に葡萄酒を運んだ人が雑⼱を取
りに会⻑宅に戻ったとき、アイツはまだ誰もいない公⺠館に一人でいたんだよ。そう話して
たじゃん、村の人が」 
１４５ 亜依 「でも、村の人の証言はこのケースでは信用できません！」 
１４６ 徳人 「自分たちの発言で人を殺すことになるのは村の人だってわかってるだろ。
そんな状況で嘘なんか吐くかよ。全員だぞ、全員」  
１４７ 美奈 「私はあのときの証人の発言が気になります」 
１４８ 楢崎 「≪エコーをかけて≫今も村で笑とうもんの中に真犯人がおるいうんかい
な！？ 自白した孝が犯人なんや！」 
１４９ 美奈 「犯人を見つけなければ村はおかしくなっていたんです。村を守るためにみ
んなで一丸になっても不自然だとは思いません」 
１５０ 徳人 「おかしいだろ、そんなの。アイツだって村の住人なんだよ。なんだよ、誰
でも良いから自白してくれ、自白した奴を犯人にするからって状況。事実だからみんなそう
言ってんだよ」 
１５１ 達也 「【ナレーション】それから私たちは丸２日間、被告人が犯人なのかを話し
合った」 
１５２ 裁判⻑ 「それでは被告人は有罪か否かについて評議をとります」 



１５３ 達也「【ナレーション】１７名もの被害者を生んだ凶悪事件。私たち裁判員は、何
者かが押し付けようとしている虚構ではなく、真実を探り出さなければならない。そのため
に証拠を精査し、議論を尽くしてきた。その結果、今の私には揺るぎない答えがある。【リ
スナーに向けて】あなたが私の立場ならどのような答えを出すだろうか、ぜひとも考えてい
ただきたい」 


